
2025年度以降入学者対象 

国際社会学科  

《学科の理念・目的》 

国際社会学科は、国際関係、地域研究、文化人類学を横断的に学ぶことを通して、自分で考え、判

断し、人を説得できる力・他文化と共生する力を身につけ、事実よりも感情が影響力を持つ、ポス

ト・トゥルースの風潮に惑わされない、国際社会で活躍できる人物の育成を目的とする。  

（東京女子大学学則 第４条第３項） 

国際社会学科は、「国際性」「学際性」「現代性」を特色とする学科です。 

国際政治学を基盤として、世界の多様な国家や地域、およびそれら国家や地域にまたがる政治、経

済、社会、文化などを総合的に理解することで、現代世界の多様な問題を複数の視座によって理解し、

国際社会に貢献できる人物の育成を目的とします。 

《カリキュラムの特色》 

国際社会学科では、現代の国際社会を構造的に理解する「国際関係学」と、諸地域を多面的に扱う

「地域研究」、国境横断的、通文化的に複数の地域を捉える「文化人類学」および日本語を外国人に教

え、文化交流をすすめる「日本語教育」の諸科目を置いています。各国・各地域における動向を理解

するためにも、異文化の理解が不可欠です。地球規模で一つになろうとしているグローバリゼーショ

ンと、それぞれの地域の特性を活かすローカリゼーションの、相反する二つの動きを同時に学んでい

くことが可能なカリキュラムとなっています。 

①国際関係学 

国際社会における現代的諸問題を素材にしながら、何が問題か、なぜそうなるのかということを理論

や歴史を通して考えていきます。 

②地域研究 

日本・アメリカ・アジア諸地域の歴史・政治・社会・文化など、諸地域の特性ならびに地域間の関係

を総合的に理解していきます。 

③文化人類学 

世界各地の人類を社会的・文化的次元で総合的にとらえ、実際に人々が生きている時と場所において

理解しようとします。特に発展途上国については膨大な研究の蓄積があります。 

④日本語教育 

日本語教員は、日本語を教えるだけでなく、日本文化と他の文化の交流を促進し、グローバル時代に

ふさわしい多文化共生を実現する人材でもあります。「日本語教育実習」を含む所定の科目の単位を修

得することにより、登録日本語教員資格取得に際し基礎試験と実践研修免除の経過措置を受けること

ができます。 

１年次から４年次に演習を置いています。学年の進行とともに専門的方法論や高度な知識を積み上げ、

専門にしようとする地域や分野の研究の充実をはかります。３、４年次では、演習を担当する教員に

よる専門研究の講義が開講されます。演習関連領域の講義を必ず履修することによって卒業研究を深

める力を養成していきます。 
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《履修法の助言》 

■学科の科目について 

「国際社会学科の科目概要（各学年の目標と主な科目）」の表を参照し、各学年の学習がどのよう

に位置付けられているかを確認してください。 

国際社会学科の基本的な考えは、１・２年次は｢広く｣、３・４年次は｢深く｣学び、専門研究に集中

するのは３年次からでも十分だというものです。あまり早い段階から関心を狭い問題に絞りすぎず、

「学際性」を高めるよう努力してください。学習においては、多くの地域、多くの分野に触れること

を心がけてください。 

１年次では、学科入門科目として「国際関係論Ⅰ・Ⅱ」「文化人類学Ⅰ･Ⅱ」を必修し、学科で学ぶ

基礎力を養います。「基礎演習（国際社会）Ⅰ・Ⅱ」(ⅠとⅡで教員が交代)で、スタディ・スキル（レ

ポート・小論文の書き方、口頭発表の仕方、文献の探し方など）やスチューデント・スキル（大学生

に求められる一般常識や態度など）を培っていきます。１年次から履修することができる《基礎講義》

では、国際関係史、研究対象となる諸地域の基礎知識を習得し、また、各概論では、日本史・東洋史・

グローバルヒストリー・法学・政治学の基礎を学ぶことができます。 

２年次では、専門的知識の基礎を学び、３年次からどの専門分野に進むかを自ら選択できるよう各

自の問題意識を高めていきます。「２年次演習（国際社会）Ⅰ・Ⅱ」では、専門的方法論やより高度の

知識を学び、３・４年次の専門演習にスムーズにつながることをめざします。講義では、１年次で学

んだ歴史、地域研究、文化人類学等についてもより専門的なテーマで幅広く学びます。２年次から履

修を開始できる《応用講義》には、多岐にわたる科目が用意されています。《応用講義》の近現代史、

国際関係学、地域研究、文化人類学、日本語教育の各分野から、偏りなく履修するのがよいでしょう。 

また視野を広げるという点では、他学科の科目も大いに参考になるでしょう。 

３年次では、各分野の専門研究の講義を「３年次演習（国際社会）Ⅰ･Ⅱ」とあわせて履修するこ

とで、より高度な知識を身につけ、卒業論文に向けて問題意識をさらに高めることを目標とします。

３･４年次の演習は、同じ教員の指導を受けて専門にしようとする地域や分野の研究を深めていきます。

したがって、「３年次演習（国際社会）Ⅰ･Ⅱ」は、卒業論文で取り組む課題の方向性について十分考

えた上で選択することになります。《応用講義》では、研究テーマに沿って、自分の専門地域、方法論

を学び、卒業論文に向けて専門性を深めます。履修上の注意として、３･４年次の演習とペアとなる、

演習担当教員による専門研究の講義（３･４年次対象の《発展講義》）が開講されているので、その科

目は３･４年次のいずれかで必ず履修してください。演習関連領域の講義を必ず履修することで、卒業

研究を深める力を養成していきます。 

「海外研修」は、開発途上国に赴き、開発の実情を学び、国際機関の職員や途上国の大学生との交

流をします。国際社会で活躍しようとする強い熱意と学習態度が求められる科目です。 

４年次では、「４年次演習（国際社会）Ⅰ･Ⅱ」により、３年次で深めた専門知識や方法論を自らの

問題意識と結びつけながら卒業論文を仕上げます。卒業論文は卒業年次に全員が提出します。４年次

の 5 月末には題目を提出しなければならないため、3 年次の終わりまでにはどのような主題を扱うの

か、演習担当の教員と十分に相談しておく必要があります。３年次で履修する多くの専門研究の講義

や「３年次・4年次演習（国際社会）Ⅰ･Ⅱ」の内容は、卒論作成に大いに役立つものですが、それら

が直接自分の卒論題目と結びつくわけではありません。４年次においては、各人のテーマにあわせ、

必要な科目を新たに履修する必要もあるでしょう。卒業論文のテーマは、自ら色々な可能性の中から
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問題意識を絞り込んで決めるものです。『国際関係研究』（４月配布）に載せてあるこれまでの卒業論

文の題目を参考にするのもよいでしょう。卒業論文は、高校までの調べ学習とは異なり、自分のテー

マの先行研究を調べ、諸資料を探し、論理的に自分の議論を組み立てるものです。よって、卒業論文

を仕上げるには膨大な時間と努力が必要です。3 年生からはじまる就職活動との兼ね合いを十分に考

えましょう。また、卒業論文は提出期限を厳密に守り、かつ定められた様式にしたがって提出しなけ

ればなりません。本学科では年度初めに４年生に対して『卒業論文の手引』を配布しています。そこ

に書かれた注意事項をよく読み、常に速めのペースで論文作成にあたることが肝要です。 

 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

知のかけはし科目：多様な視点や考え方を体感することで、自分の思考に深みを与え、国際社会学

科の目指す「国際性」「学際性」「現代性」を身に着けていきましょう。 

第一外国語科目：自分の専門性を深めるためにも英語能力を高めることは不可欠です。１、２年次

でしっかり英語力をつけ、上級生でも積極的に履修するようにしましょう。  

第二外国語科目：特に言語を指示しませんが、中国や朝鮮研究を志す可能性がある場合は、中国語

や韓国語の語学力が要求されます。１年次から中国語または韓国語の学習を始めることを勧めます。

また、１年次必修科目だけではなく、選択科目である読解、会話、総合も積極的に履修しましょう。  

AI・データサイエンス科目：課題や卒業研究に取り組むためには、AI・データサイエンス科目の知

識は必須です。必修科目だけでなくテーマ別の選択科目も履修してみましょう。 

 

《その他》 

履修の方法の詳細や資格取得等については、年度初めのガイダンス時の説明と配付資料を参照して

ください。 

また、大学でどれだけの知識と思考能力をつけるかが、競争が厳しいグローバル社会において、み

なさんの将来を決定するといっても過言ではありません。授業以外に毎日数時間の学習と読書を習慣

づけましょう。 
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国際社会学科の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

 

 
 

各学年の目標 
主な科目 

（◎必修科目 ○選択必修科目 △選択科目） 

１
年 
次 

現代の国際関係を理解するために、主として 20 世

紀からの国際関係の知識を得ることを目標とする。 
◎国際関係論Ⅰ・Ⅱ 

総合的に人間研究を行ってきた文化人類学という

学問の基礎を養う。 
◎文化人類学Ⅰ・Ⅱ 

スタディ・スキル、スチューデント・スキルなどの初歩

的な理解を目指す。 
◎基礎演習(国際社会)Ⅰ 

基礎演習(国際社会)Ⅰをもとに、国際社会を学ぶ基

礎的文献等を学ぶ。 
◎基礎演習(国際社会)Ⅱ 

【１・２年次共通】 

国際関係史、諸地域の歴史・政治・社会・文化につ

いて理解を深める。 

△基盤講義の各科目 

２
年
次 

自分の個人的な問題意識を他人にも理解できる言

葉で表現し議論ができるよう訓練する。 
◎２年次演習（国際社会）Ⅰ・Ⅱ 

国際社会学とはどのような学問なのか、個人の関心

とどのように関わるのかを学ぶ。 
△国際社会方法論入門 

【１・２年次共通】 

各分野の研究領域についての基礎を学び、個人の

関心がどこにあるのか発見する。 

△基盤講義の各科目 

【２・３年次共通】 

各分野の研究領域について理解を深め、より高度

な知識を獲得する。 

△応用講義の各科目 

３
年
次 

卒業論文を作成する前段階として、各自の専門研

究を深めることを目的とする。 
◎３年次演習（国際社会）Ⅰ・Ⅱ 

【３・４年次共通】 

各分野の研究領域について理解を深め、個人の関

心を深化させる専門的領域を学ぶ。選択した演習

教員指定の発展講義を必ず履修する。 

○発展講義の各科目 

４
年
次 

バランスのとれた専門性の高い内容の論文として完

成させるために必要な力を養う。口頭発表、演習履

修者全体での討論や意見交換、指導教員のアドバ

イスなどにより各自が新たに得た学問的発見を論文

に反映できるようにする。卒業論文作成の過程を通

し、自分で物事を考え、整理し、主張をしていくとい

う社会人としての基本的要件も同時に習得してい

く。 

◎４年次演習（国際社会）Ⅰ・Ⅱ 

◎卒業論文 


